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地球化学

����

的標準試料

JB-1の化学成分

④

～その2

安藤爆･倉沢一･大森貞子･寺島滋(技術部)･井波和夫(燃料部)

はじめに

地質調査所発行の地球化学的標準岩石試料JG-1(沢

入花開閃緑岩JB-1(北松浦玄武岩)については既に

地質ニュｰスno･212(1972-4)でその採取地岩

石の記載粉体試料の作成方法化学成分(!971-12ま

での報告値のまとめ)などについてその概要を報告し

た.その他地球化学的標準試料の歴史発行リスト

入手方法などについては地質ニュｰスno.158(1967

-10)n0,232(1973-12)で紹介した.

GSJJG-1JB-1の化学分析用の粉体試料は1967

1968年にそれぞれ調製発行された.その後国際的な

共同分析計画が続けられ今年でほぼ10年となる.研

究に参加した研究機関は国内のみならず広く海外の18

ヶ国に及んでいる･現在までに報告の受けた分析値

(測定値)は約1,500その内容は65元素5成分の分析

値ストロンチウム同位体比酸素同位体組成K-A･

法による地質年代などである.またJG-1JB-1の

岩片試料についての物性常数の測定値も報告された.

ここでは前回報告後の分析(測定)値の集計結果につい

てそのあらましを報告する.

1.JG-1J狙一1について

JG-1(沢入花開閃緑岩Sδrigranodiorite)群馬県伊

勢郡沢入町屋尾線沢入駅の南方約1km渡良瀬川の東

傾斜面桑原石材店の採石場において採取(1965-3).

岩石名ははん状黒雲母花開閃緑岩(PorphyriticbiOtite

granodiorite)である.沢入花属閃緑岩は古生層中に貫

入した露出面積6×12kmの小岩体である.沢入は岩

体のほぼ中心部にあたる.K-Ar法による年代測定結

果は85±4mV.(S亘I趾TAユ1968).河田.･大沢(1955)

5万分の1･地質図幅｢足昆｣および同説明書カミある.

珊一1(北松浦玄武岩Kit出matsuurabasa1†)長崎県

佐世保市小川内町妙観寺峠山頂より南側の斜面(1974

-12採取)･岩石名はチタン輝石かんらん石粗面玄

武岩(Titanaugite-o1ivinebasa1t)北西九州･北松浦玄

武岩の一部でアルカリ岩系に属す.K-Ar法による

年代測定結果は該当岩について8㎜.y.(OzI岨eta1.,

1968)と報告されている.この地域については今井

･沢村･吉田(1958)5万分の1･地質図幅｢伊万里｣

および同説明書古川編(1970)2万5千分の1｢佐世

保北部地域地質図｣が地質調査所より発行されている.

また北松浦玄武岩についてはKU趾sムwA(1967)の研

究がある.

粉体試料(一!00メッシュ)の作成量はそれぞれ約

100kg約759入りびんとしてそれぞれ約1200-1300

本を調製した･その他物性常数の測定岩石･鉱物

の研究用および補備として原岩片約400たgを保存し

てをり研究者の求めにより供給できるようになってい

る.

2.分析結果

主成分

岩石主成分の分析結果のまとめを第1表に示した.

全く独自に分析されたにもかかわらずJG-1のSiO,

A1203Na20K20JB-1のSi02A1203MgO

CaONa･Oは変動係数(CV)で3%以内と云う良

い精度で一致している.このCV値3%と云う値は

通常の岩石分析における個人の繰り返し精度に匹敵する.

特にSiO･はCV値1%以内と云う非常に高い精度で

一致してをり現在主として用いられている重量分析法

の優れていることを示している.

一方分析値の一致の良くないものはH20-H.O

+C02である.水分(H20-H20+)については

分析者による加熱温度や加熱時間の不一致が考えられる

が今後の検討事項のひとつである.CO｡はその含量

が低いため現在用いられている分析技術の限界を示し

ている.またJG-1のFe20呂のCV値は33%に達し

ている.ごめ理由はJG-1の総鉄含量が低い上さ

らにFeOに比しFe･O･含量が低いため間接的に定

量するFe.O｡(Fe.03含量=総鉄含量一FeO含量の

Fe.O｡換算値)に誤差が集中するためでありJB-1の

場合には総鉄含量カミ高くかつFe･O･含量も高いので

CV値はか放り良く狙っている.

全体的にみてJG-1はSiO.K.Oの再現性に優れ

ているがその他の元素についてはJB-1が再現性に

優れている.�
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n:分析数

X:幾何平均値

σ:標準偏差

X(2"):±2"以内の分析値の平均値

X(1∬):±1σ以内の分析値の平均値

CV:変動係数(σ/X)･100%�
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第2図CuPbZnNiCoC正AsCdHgの分析に用いら

れた分析方法の百分率(JG-1)

第1図微量元素の分析に用いられた分析方法の百分率

(JG-1･JB-1)

主成分分析に用いられた分析方法は約90%がU.S.

Geo1ogica1SurveyのLeeC.PEcKの化学的手法によ

る珪酸塩分析法を基本としN乱Kの分析に原子吸光

またはフレｰム分光分析法CaMgの分析にEDTA

法を適用している例も多い.残りの約10%がX線け

い光分析法原子吸光分析法発光分光分析法放との機

器分析法を主体として分析されているが今後特にX

線けい光分析法の適用は増加することカミ予測される.

微鏡元素

微量元素の報告値は約700であり54元素にわたる.

第2表に微量元素の含量推定値と主に用いられた分析

法を例示した.含量の推定値は幾何平均を基本とし

定量数が10を越える場合には±2σを越える分析値を除

外して求めた平均値を採った.

現在分析値の未報告の元素はAuBiInIrPd

第3表ストロンチウム同位体比

��

��

測定法

�卲弓�����������慳�

n0】=1=n.�O.7116(2)�O.7047�Mass

����㌩��〵㌨㈩�慳�

�O.7117(2)�■�Mass

���㌨㈩��〴㌉��

�O.7118�一�Mass

�0.7115�■�Mass
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�O.7111(2)�一�Mass

�■�O.7046�Mass

�一�O.7044�Mass
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PmRuTeTmWでありこれらの元素の中に

は現在の分析技術で定量可能荷元素も含まれているが

低含最のため分析困難な元素も少なくない.その他

報告値はあっても分析値の確立してい狂い元素(成分)

もかなりある.

つぎに微量元素の全報告値について実際にどのよ

うな分析方法が適用されたかを調べてみた.第1図に

示すごとく原子吸光分析法質量分析法X線けい光

分析法放射化分析法枚どの機器分析法が主体を占め

(93.4%)ていることが分る.つぎに最近環境問

題などで比較的良く分析されている元素CuPbZn

NiCoCrAsCdHgについて分析に適用された

方法を調べてみると第2図に示すごとく原子吸光分

第2第3表および第1第2図の凡例
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原子吸光分析法

ガスクロマトグラフ法

燃焼法

フレｰム分光分析法

ケイ光分析法

フィッショントラック法

同位体希釈質量分析法

反応速度法

質量分析法

分析数

中性子射射化分析法

発光分光分析法

光子放射化分析法

分光光度法

パィロノ･イドロリシス法

ラドン法

スパｰク質量分析法

X線ケイ光分析法

容量分析法

γ線エネルギｰ分析法�
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策4表酸素同位体組成(JG-1)

��180sM0w(払)�

�漱�浣���〉���

��牡汳��

Quar屹�12.71�±�0.07

�晥�獰���㌱����

Plagi㏄1ase�1O.86�±�O.01

�潴楴��㌱����

■■■���

岡山大混研酒井らの測定値(1971)

析法がトップを占めその殆んどが機器分析法である.

以上の結果はどのよう汝分析方法カミ実際に活用されてい

るかを知る上で興味のある事実であろう.

同位体

非放射性同位体比87Sr/86Srと酸素同位体組成が測定

されている(第3･4表).Sr同位体比は測定値の

3桁目までほぼ一致しており質量分析計による同位体

比測定値の精度の高さを示している.

物性常数

JG-1JB-1の固体岩片について物性常数が測定され

(飯塚･井波1976)次のような結果を得た.

弾性波(P波)速度JG-1について4.73-5.35km/

secP波に異方性があり最大12%に達する.

破簸強度JG-1:1,560-6,760kg/cm2(封圧1-1,2

00kg/cIn2)JB-1:3,060-6,510kg/cm2(封圧1-1,

500kg/cm2)破壊様式は双方ともぜい性破壊である.

Ducti1ityはJG-11.2-3.5%JB-11.5-4.3%.

超音波速度JG-1:Vp=3.48km/secVs=2.49km/

���������������穴散

密度自然乾燥密度JG-1:2.649/cm3JB-1:

2.769/cr皿3

体積弾性率JG-1:2.14×10L9.26×104kg/cm2

����������〴�生洲

磁化の強さJG-1:Jn≒o.1×10-6emu/ccで自然残

留磁気の9値は9n≒0.01どたりNRMは非常に

弱い.JB-1:Jn≒10…3-10■壬emu/cc程度で玄武

岩としてはあまり強くない.9値は9n≒27±1お

よび1.4±O.1と狂る.

帯磁率JG-1:平均(19±4)×10-6emu/㏄JB-1:

No･1岩塊で(195±3)×10-6emu/㏄No.3で(618

�������

むすび

JG-1JB-1とその化学組成同位体組成物性常数

などについてそのあらましを紹介した･主成分の分析

結果は一部の元素(成分)を除いては現在の分析技

術のレベルではか放り良い一致をしているものと思われ

る.微量元素については未定量元素の分析分析結

果のぱらつきの大きい元素の検討など今後の研究に期

待するところ大である.紙面の都合で分析デｰタの全

体を紹介できなかったがそれらの詳細については既

に公表されている総括報告著者ら(197119741975)

を御参照いただきたい.さらに諸学兄の御賢察をいた

だき御検討をお願い申し上げる次第である.
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